
神奈川県立あおば支援学校における学校運営協議会開催結果 

  

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。  

審議会等名称 令和４年度 神奈川県立あおば支援学校第５回運営協議会 

開催日時 令和５年３月３日(金)午前９時３0分～午前 11時 30分 

開催場所 会議室 

 出席者  

 

委員：11名 

事務局：10名 

次回開催予定日 令和５年５月８日（月）午前９時 30分～午前 11時 30分 

問い合わせ先  神奈川県立あおば支援学校  副校長 藤岡 歩 

電話番号     ０４５－９７８－１１６１ 

ファックス番号  ０４５－９７８－１１６０ 

下欄に掲 載 する

もの  

議事録  議事概要とした 

理由  

 

審議(会議)経過  

 

１ 学校長あいさつ 

 

２ 学校評価（実施結果）について 

・保護者をもっと学校へ呼べると良い。コロナ以前は保護者が

学校へ来て、相談をすることができた。これから開校以来で

きなかったことが緩和され、保護者がいつでも学校へ来るこ

とが出来る環境が作れると良い。 

・学校へ定期的に第三者がアドバイザーとして入っていること

があった。専門性について、客観的に捉えるためにそのよう

な取り組みも大切である。 

・社会に出ていくことは大変であり、他の就職先、事業所が良

く見えて、やめると言い出すなど揉めるケースもある。まず

は孤立しないことが重要であり、就労支援センター等と連携

することが大切である。保護者も一緒に繋がり、知恵を出し

合うと良い。 

・卒業後の卒業生と学校の繋がりを地域学校協働本部で作って

いけると良い。マチコミメールをツールとして情報提供、情

報共有を進めていけると良い。地域ケアプラザ等地域の協力

を得て、余暇支援等を進めていけると良い。かながわパラス

ポーツ事業「オリオリ教室」についても地域学校協働本部と

連携できると良い。 

・学校運営協議会、地域学校協働本部で保護者の意見を受け止

められると良い。保護者やボランティアの方も入り、熟議が

できると良い。地域学校協働本部で保護者との交流会を企画

し、保護者の意見、要望を受け止められると良い。 

・防災について、実際にどのようにマニュアル化し、教員に徹

底していくのか。まずは子どもたちの安全確保が難しい。自



治会と応援協定を結んでいる学校もある。 

    

３ 次年度の計画について 

  ・計画とおり実施することを確認した。 

 

４ 閉会 

 

 


